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１．文章問題の基本型

一斉指導で教える「文章問題を解く手順」

文章題というのは、まず文章の意味を理解しなければならない。しかるのちに、求めるものを見つけて、求めるまでのいくつかの条件をクリアしなければならない。
文章題に強くなるというのは、このような関門を自分の力で乗り越えていく力を育ててやるということなのである。

文章題というのは、つまり問題に出てくる数(量)と数(量)の関係を式にまとめるということなのである。
(全集２４「向山型算数」以前の算数)

「場面」さるが７ひきいます。
「条件」９ひききました。
「問い」さるは、ぜんぶでなんびきに

なりましたか。

２．問題文を読む

【可測的な方法】
「１回読んだら○に色を塗りましょう」
【目安の提示】
「すらすら読めるまで読みましょう」

３．問題場面全体をイメージ
させ、次にどうなったか問う

４．問題文を絵(図)に表す ５．式、(ひっ算)、答えを書く

「一言で言うとどんなお話ですか。」
(さるの全部の数を数えるお話)
「はじめは、どうだったのですか。」
(７ひきいた。)
「次に、どうなったのですか。」
(９ひききた。)

イラスト図やだんご図、テープ図、
線分図、面積図など学年の実態に
応じて書かせる。

式、ひっ算、答えの３点セットを書くこ
とを教える。
答えは、単位を忘れないことを伝える。

算数文献による文章問題指導の方法 文章問題スキル一例
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